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市房ダムの概要

水位上昇

ｻｰﾁｬｰｼﾞ水位
▽EL283m

計画流入量
1,300m3/s

【利水容量】
（発電等）

【治水容量】
650m3/sを貯留

650m3/sを
放流

全 景

ダ ム の 形 式 重力式ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ 有効貯水容量 35,100千m3

堤 高 78.5m 第1期　 8,500千m3

集 水 面 積 157.8km2 第2期  18,300千m3

湛 水 面 積 1.65km2 堆 砂 容 量 5,100千m3

総 貯 水 容 量 40,200千m3 かんがい容量 13,500千m3

洪水調節容量

諸元・目的

○治水：市房ダム地点において、計画流入量1300m3/sのうち650m3/s

を調節

○発電：年間供給電力量約５千万kWh（一般家庭約1万8千世帯分）

○かんがい：球磨盆地南部の湯前町、多良木町、あさぎり町、錦町

の約3,570haへ農業用水を供給（確保容量1,350万m3）
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市房ダム

市房川ダムによる治水効果区
間

概ねのかんがい区域

発電所 集水区域

経 緯

○昭和28年4月
建設着手
(建設省施工)

○昭和35年3月
完成・管理開始

○昭和36年5月16～
熊本県による
管理開始

約３０km

【堆砂容量】
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最大流入量

最大放流量

ダムへの流入量

(=ダムがなかった場合の河川流量）

ダムからの放流量

(=実際の河川流量）
ダムによる貯留

ダムによる洪水調節量
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市房ダムの概要（治水の効果）

市房ダム洪水調節実績 （昭和３８年～平成２７年）

ダムによる洪水調節模式図

最大流入量

※洪水調節量は、その時の貯水位や降雨状況により違ってくる。

◆市房ダムでは、平成27年までの53年間に66回の
洪水調節を行っています。
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昭和40年７月洪水について

◆昭和４０年７月の洪水では、市房ダム地点
で７月３日３時頃 ８６２m3/sの最大流入量が
ありましたが、ダム操作により３４１m3/sの洪
水調節を行い、５２１m3/sまで減らして放流し

ています。

昭和４０年７月洪水 市房ダム貯水位

283.0m
ｻｰﾁｬｰｼﾞ水位

277.5m第１期制限水位
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昭和４０年７月洪水 市房ダム流入量と放流量
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市房ダム流入量
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最大流入量（862m3/s）

洪水調節量（341m3/s）

最大放流量（521m3/s）

市房ダムの概要（治水の効果）

昭和40年7月洪水時の市房ダムの洪水調節効果
（水位）

◆市房ダムの洪水調節により、球磨川本川では洪
水ピーク付近の河道水位は低下しています。

…ダムが無い場合の水位
【再現計算】

－ダム有りの水位【実績】

昭和40年7月洪水時の市房ダムの洪水調節実績

ダムに水を

貯める操作
（洪水調節）

24 8

3 10

7月2日 7月3日

多良木

一武

人吉

最大約40cm

最大約20cm

最大約15cm
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▼受益地域の作付面積シェア（水稲）

▼「かんがい」受益地域

かんがい受益地域
（約３,５７０ha）

市房ダム

農業用水の安定供給

農作物の渇水被害軽減

▼受益地域の「水稲」の単位収穫量推移

生産性の向上！

球磨川

農作物の生産性の向上！

収穫量の安定！

市房ダムの効果
球磨地域１０市町村のうち
「湯前町、多良木町、あさぎり町、錦町」の
農地３,５７０ｈａへ農業用水を供給

農業用水の安定供給により進んだ圃場整備

球磨川

※単位収穫量：熊本県統計年鑑のデータから算出

（
単

位

収

穫

量
）

（t/ha）

農業用水路

圃場整備

受益地域外

約29%

受益地域

約71%

約1.5倍増加
単位収穫量（平均）＝約4.8t/ha

ダム完成前
約3.3t/ha

市房ダム

受益地域の農作物

水稲（食用米、飼料用米、加工用米）
葉たばこ
メロン、いちご、トマト など

受益地域では、多くの種類
の農作物を栽培！

※作付面積（H5～H24平均）
出典：熊本県統計年鑑

葉たばこ 水稲

◇人吉・球磨地域における
作付面積シェア

生産性の向上！

※出典：国土地理院空中写真
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▼市房ダム発電所の発電量

「桜まつり」開催状況（H27.3月）

②市房第一発電所

⑤市房第二発電所

①市房ダム

市房ダムの効果

ダムの水を活用した

水力発電

約１万８千世帯分相当の

クリーンエネルギーを供給

Ｃｏ2削減に貢献！

▼効率的な水利用

④幸野溝

（万kwh） 年間平均発電量＝約５,０００万Kwh
第一発電所
第二発電所

③幸野ダム

②

③

④
⑤

①

幸野溝

市房ダムがもたらすクリーンエネルギー！

②

③

④
⑤

①

第二発電所へ

出典：電力中央研究所報告書

【参考：電源種別Ｃｏ2排出量】
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ダム湖やダム湖周辺に

地域おこしに活用

▼ダムを活用して開催される様々なイベント

・1万本の桜を植樹

・親水公園等を整備

観光客の増加

にぎわいの創出！

市房ダムの効果

「桜まつり」開催状況

「花火大会」開催状況

「秋フェスタ」開催状況

○ダム湖周辺の桜並木を活かして昭和４８年から毎年開催されている「桜まつり」
は、村の一大イベントとして定着しており、例年約７万人が来村

○また、桜まつりのメインイベントである花火大会も大盛況

○秋に親水公園で開催される「秋フェスタinみずかみ」では、オールドカーフェス
ティバル等に多数の観光客が来村

○ダム湖面を活用したカヌーなどの体験学習を通年実施
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「桜まつり」期間来村者数（人）

※H23：東日本大震災によりメインイベント中止

市房ダムを活用し“にぎわい”を創出！

約７万人来村！
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